
10. 諏訪湖のユスリカ対策の現状と課題
一水質保全指向の総合対策のための研究開発の事例報告一

メL土也 イ言弓ム・芳β 安頁 字谷 (信州大学・医学部)

一一一一一一一一一一ー本稿の要約四一一一一一一一一一一一一 一 一一一 一
本稿ば、ユスリカ予防対策を素材とした水質保全に指向した総合後近の新しい事例:

峻討の紹介であり、下記の五つの特色をもっ記述である。

a.基本:ま「ユスリカの自慰史」の確認にはじまる。これ g体はユスリカの一生を人:

間生活場面との関係で湖水内と陸上の二栢で憐成し、その陰陽両面:こ在目している。

b. その認議の下で、 「地織開発に伴う環境/水質問題」は従来的には湖内部の問題 l

と受け取られている。そして従来ばアオコ問題にみんなの関心が向けられた。
c .最近では、そこに「ユスリカ問題」が意識化して騒がれ始めてきた。しかし、そ:

こでのこれまでの研究は多く生態的にみたユスリカ自体の生物的研究であった。
d.諏訪湖での今回のユスリカ対策は、上記の従来の経験も活かして、ユスリカ問題:

を「予知・予報・予防・防除」できる人間主体的な総合接近を指向するものである。
e .そのため、われわれは上の要請に見合った「総合ネットワーク的援近J に従って:

本稿のような総合的な内容を整備することができた。

上の考えは、従来の学問や科学の考えや方法もその一部:こ矛盾なく位置つけており 1

人々の日常性における問題解決の発想と評価に近い考えといえよう。

己主lJ2sb己己 主題緩近に聞す-5意韓変化

1 .四年来、総合問題解決の理鎗開発で地域保健の敏育・研究的適用を計ってきた。

・これは人々に共通な<思い>を科学する新しい問題解決の理論と適用である

2 .昨年、地域開発とゴルフ場問題シンポに容加し初めてその環境保健適用をした.

・この体験から、人聞の主体的な環境保全に共通性があることを再確認できた

3 .その縁で、今年は諏訪湖ユスリカ封簸の予防的な企画・活動をす-5橿会をえた.
・この総合対策の特徴は、予防〈予報)と治療〈防除)の一体的な実践にある

4.今回のシンボ・テーマの許でユスリカ対2置の現状と震直を報告す-5櫨会をえた.

・水質保全指向の総合対策のための研究開発の事例報告としての特徴を語ろう

5 .今回の報告には実態報告と封簸研究の二種額がああが、本発表は後者にはい-50

。前者は自然科学的な実態把握であり、後者はその前提lこたつ問題解決である

自由匂 発衰のねらい

a.われわれの発表が今回のテーマの中でどんな意味を持っか聴衆に確実に伝える。

b .本発表が地塙閣発における水質健全にどう指向した実践的研究か明らかにする.

C. <ユスリカ由自怒史とその生態的意儀〉という新しい実題担念の有効性を示す.
d .この研究が各種姐穫の環境保全の対策と研究に応用可能な理論である事を示す.

官官主題 問題解決の全体像

ここでいう内容は個別の実践では理，想・理念・倫理等と呼:まれているものである。それ

が、研究的には仮説(判断基準〉として下記のモデル枠の中に位置付けられるのである。

そして、この発表lこ閉していうと、図 1のよう基礎認接することになるのである。

なお、この捉えは最近いろいろな事例の総合綬近に活用しており、関係者自身の対応姿

努をみんなと見直し、具体的な課題見通しを話し合いでたてる必要性と有効性を数多く体

験している。

このような考えが有効なのは、問題の総合綾近では専門性や立場性をこえた共通性があ
る、という前提がわれわれの気持のなかに内在するからである。
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一国 1 前提の枠組み 一一一一一一一一一一一一一---

組織接近のための封簸研究 総合後近のための事前 liJt ji~

Two-by-One T~o-in-One 

問題注目

J 湖水γ

7tJ 対簸 u川対策;

(目的)

住民参加

を重視の

組織活動

研f:ま活動 組織活動

牟貧富寸 <z:)ヌヨFま去
a.援近寄，ーとしての総合初円サ的接近

従来の自然科学的認議では、この部分は明確に意識化しないでも問題解決できていた。

本発表でこれを重視するのは、社会事象の認諾・実践・評価は勝れて関係者の話し合い

で相対〈質〉的に決定/評価することを重視する点を最優先する必要があるからである。

なお、自然科学的認識はその中で問題分析して数理的評価する部分で生かすことになる。

b .上の前蝿のイラスト化

総合ネッ卜ワーク的後近の意義を平易に理解するには、前記の前提図式を下記のよう再

編すると、その本質を見失わないで生かすことができるであろう。

綾:

近:

姿'

努:

一一目につきやすい部分:

(分析〉

フ本こ区暑 Gコラモ
く自慰の恵み〉

(共通感覚図的捉え)

一人間特性一 ・

国 2 : 上記の前提のイラスト的表現

又k を主主ぐノ、
く震情の注ぎ〉

(総合初門ーク的接近の活用〉

一組縫特性一

一一組事量的な綾近の部分:
(組緒)

。。。

研

究

の

事

項

両者を結びつける概念

(総合h門寸的媛近)
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B震煙車a:>牟貧E寸

1 .撤訪湖地域の開発に伴う環境/水質問題の発生〈予備知韓〉

四十年程前まで、透き通った諏訪湖で水泳も楽 Lめたし、一湖底から大きな貝をとること

もできたという。それが今では高速道路から見ると、更なとアオコによる繰一色である。

諏訪湖地域も、戦伎の工業化・都市化(地域開発〉により、昭和三十年代後期から水質

渇染(了打問題)が進行しは仁めた。同時に、諏訪・岡谷寄り湖岸の造成工事(観光開発

〉が続いて水辺環績の異変も起きて近年のユスリカ問題の発生母地を生むことになった。

こうしたことから、アオコとユスリカの問題は、地域開発による水質汚染が引き起こし

た結果であり、本質的には図 3のような一体的な捉えを予備知識としてもつ必要がある。

国 3:問題発生の背景を検討する

陰陽関係因果関係

観光開発

|造成工事|

諏訪湖の

地場開発環境汚染T口 問題 ]~'Jh問題

|水辺異変|地域開発|
UI|  |水質汚濁|

2.主題接近の全体像の理蛤枠組〈生態・実態・動態・実践の鎗合理解〉

上の予備知識を念頭に置き、図 1の前提の枠組(仮説〉に沿って本稿の主題接近に関す

る全依像を総合ネットワーク・モデルに表すと図 4のようになる。

この種の問題解決は「組織活動の田原則」を基盤にするので、それを真ん中に判断基準

としてまず配置する。勿論、それは関係者の「主体性の四原則J としての自律・学習・対

国4:主腫按近の生態・実態・動態・実蹟の総合理解

自己研倍

-組踊活動・ー

の四原則

b • 事例接近

地主主開発
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資源活用

住民請書加

二-~-指向

イ幼虫生態

、___J 成虫対策

，-1水質汚濁

!問題発生

問題機討

nリカ対策

(共感)

70対策

(学官〉



話・共感(両楠)とあいまって生きるので、これが四輪駆動自動車の後輪を構成する。

この対策では、アオコとユスリカの関係的理解、そして水質保全と地域開発の一体的対

応、これらを総合的に捉える醒めた目(図 4の両脇〉が前提になるので、これらの生態・

実態・動態・実践を的確に捉えるようなキーワースを図 1の残る左右の枠内に関係的に配

置することになる。

なお、この図ιの枠内:こ適切なキーワースを配置するためには、主題に関して関係者と

繰り返し話し合いで全体の整合性をとるよう械討して、相対的lこ決定する内容であること

を強調 Lたい。

3.ユスリカ対簸とアオコ問題の双対的捉え

上の二つの検討(殊に国主の左側)を受け、ユスリカ対策とアオコ問題を双対的に捉え

るため、上と同禄な考えでこの項目を総合ネッドワーク・モチ)J.，に表わすことにしよう。

ここでは諏訪湖地授の観光開発を前提にして、その環積保全・水質保全・ユスリカ対策

そしてアオコ問題老眼目にしていることを最初に意識したいのである。その上で注目すべ

きことほ、アオコ問題ほ因果論的機討が目標になるが、ユスリカ問題は後記の理由から「

陰陽的な基健理解」がとうしても必要になるということである。

その意味から、上の商者は実際の問題検討では接近姿勢を別個にする必要があるので、

図 5は T¥¥・o-b :¥--0 n eになる特性をもっている。このことは、次のユスリカ対策に

関する二つの項目をみれば自ずから理解できるであろうし、また、それがわれわれの開発

した総合ネットワーク的接近の環境問題適用のメリットでもある。

国 5:ユスリカ対策とアオコ問題の双対的捉え

. '" !1'jJllMが指S
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H岬 Si

環境保全

水質保全

イ都市1ヒ進展

ー排水未処理

-ー、水質汚濁

(因)

IIリB封策

1tJ問題

;アオコ発生

‘ー;魚、捕の死認

問題発生

(果〉

ι.ユスリカの自然史とその生態的意.

これまでの検討をふまえ、ここではくユスリカの自慰史とその生態的意轟〉という本稿

の主題鑓近:こ有効な新しい考え方をのべることに Lょう。

この考えは「俣病の自然史Jという歴史的 lこ有名な医科学的な共通基盤にヒントをえて

それをくユスリカの生活史>として環埼科学的に捉え直 Lてみようという気持に発して
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おり、その筏の数多くの試行錯誤のすえ、図 6の内容として整備できたものである。

なお、この図の上と下に示したく生物的提点〉とく生活的視点>ば、百IJの言い方をすれ

ばく客観性重視の治癒的捉え〉と<主体性重視の予防的捉え>であり、問題の総合媛近で

はこの両者を上手に一体化して評価することが大切である。

国 6. ユスリカの自然史とその生態的意義

tIJ!1lo研 究

ぐ盆IJJ身N.必点古〉
5穿~1I111.査 3実~ItぜilH究r 

陸上層

または

湖上層

羽化・

lit!1lolll.査

，..7J1I fijJJl8手:111

。蚊柱(交尾〉

く害虫>

。産卵

刈面層;一一一一一一一一一一一一一一一一一一o一一一一一一一---------一一

湖水層!

疲泥層!

〈生活的視点〉

く益虫〉

幼虫 O 

水質浄化

益虫的関心

O 蛸

魚の餌 地域被害 鴫息抗原

害虫的関心

なお、上の図 6!;t前出の総合ネットワーク・モデJL.でも表現できるが、この場合は上記

の図示方法の方が多くの人:こ理解しやすいであろう。

実:立、本稿の構想、は上の図式がまず出来あがり、その理解方法として下記の五項目を列

記できたことで本稿全体を記述できたのである。

a.基本:ま「ユスリカの自怨史」の確認に:ま仁まる。これ自体ばユスリカの一生を人間

生活士号面との関係で湖水内と階上の二相で構成し、その陰陽両面に注目している。

この図的表現はわれわれが最近好んで問題の総合綾近に用いているものである。

!コ.その認識の下で、先の「地峨開発に伴う環境/水質問題」は従来的には湖内部の問

題と受け取られている。そこで従来はアオコ問題にみんなの関心か向けられた。ア

オコは諏訪湖では春から秋にかけ湖面に広がり、人々の自にも触れやすい。

c .最近では、そこにユスリカ問題が意謙化して騒がれ始めてきた。しかし、そこでの

従来の研究は多く生態的捉えのユスリカ自体の生物的研究であった。これは上の図

6の上部に人々の関心が向きやすいからである。

d . lIi訪湖での今回のユスリカ対策は、上記のこれまでの経験も活かして、ユスリカ問

題を予知・予報・予防・防除できる人間主体的な総合緩近を指向するものである。

これは「予防は治療にまさる」ことを学問的:こ優先させた実践的考えである。

e. そのため、われわれは上の要請に見合った総合ネツ卜ワーク的接近に従って図 6の

ような総合的な鈍念枠組を整備することができた。もちろん、これも試行錯誤の末

に実践的に開発したものである。
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5.ユスリカ予防対策指向の検討項目

関係者が上のユスリカ予防対策掲向の基礎認識を共通基盤にできると、われわれば図 7
に示すような研究計画を立てることが可能である。実際、われわれは下記のほとんとの実

地調査を手懸けており、その内の主な所見は次のニつの章:こ紹介する通りである。

ここでは「ユスリカの自炊史J を念頭におき、その人間生活的意義(図 6の下〉を意識

する。そして、内容的:こは図 7ば、ユスリカ成虫の発生予知・予報:こ指向した湖水内の幼

虫羽化の定量的機討、また地域被害の予防のため、湖水内の魚類の天敵効果、そして居住

地主までの被害実態調査などの一覧表といえよう。

図 7 :ユスリカ予防対債指向の倹討項目
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6.ユスリカ幼虫の生物学〈天敵〉的コントロールに関する生態学的横肘

予防を重視する主旨から、本稿ではユスリカ幼虫の天敵コントロー)1，の可能性について

機討した概要を説明しよう。

当初は「ユスリカの自然史Jの考えから、われわれは湖面に「羽化トラップ」を設置し

て、その経目的検討をして事前にユスリカ成虫の大量発生を予知できないかと考えた。こ

の時ばその一つのことだけに注目していた。

しかし、われわれの研究明の担当者たちはその考えを拡大して、魚、額による天敵効果を

同時に械討しようと計画を立てた。これにより、当初の思いが更に拡大できて、多面的に

検討が可能になった。

その設省は図 8に示すように、湖水内に設置していた二つの「網いけずJのうち、一方

にコイを多数飼い放ち、他方は魚舗のいない状態にした。そして、この二つの「網いけす

J と両者の中間地点の開放状態の湖水面(コイとワカザキなど〉の三ヶ所に「羽化トラッ

フ J を設置して一定問問 (2~日)ユスリカ羽化成虫を捕揮するようにした。
その結果は図 8に示 Lたように、コイ老放った部分 n、けずA)が置も成虫羽化教が少

なく、天敵効果があがっていることを硲認している。それに対し、当初われわれが設置老

予定した部分〈自然状態の地点 C)の成虫羽化敬は前者より少し多〈、コイのいない部分

(いけす B) の成虫羽化教が最大を示している。

諏訪湖の水質汚濁包体は短期間で改善しないので、この械討は自然のカ老利用 Lて少し

でもユスリカ大量発生を予防する具体的方法を楠討したものである。
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国8:ユスリカ幼虫の天敵コントロールに関する検討
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7.成虫発生予報に指向した住民請書加の実態調釜

上のユスリカ幼虫に関する検討とベアをなすものとして、この「成虫発生予報に指向し

た住民参加の実態調査」がある。

これは誰でも思いつく基礎調査事項であり、われわれの場合は「ユスリカ・マップJと

呼んでいる。この検討は諏訪湖地域の全申学の協力をえて約一ヵ月聞にわたり実施できた

ものであり、このような住民参加なくしては実施不可能なものといえよう。

国 9 成虫発生予報に指向した住民請書加の実態調査

アカムシコスリカ成虫飛来分布
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8 .上記の七つの事項の関係性(畏題内容の総括〉

われわれが総合ネットワーク的拷近で事例械討を一通り完結すると、下記のような関係

図式が成立することを数多く体験している。こけは実;こ興味ある事実である。

本稿の場合、前記のように「ユスリカの自然史」の考えが整理でき、それから関連事項

ぞ詰述することを始めている。われわれはこれと同仁ことを他の主題でもいくつか体験し

ている。
国 10:上記の七つの事項の関係位

1 .環埼/水質問題の発生

5.ユスリカ予防対策 2.主題持近の全体像
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